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第
百
二
十
六
条
第
一
項
中
「
こ
の
条
」
を
「
第
百
二
十
六
条
の
五
ま
で
」に
改
め
、「
並
び
に
表
示
方
法
」を
削
り
、「
決

算
書
類
作
成
」
を
「
決
算
書
類
の
作
成
」
に
、「
次
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条

第
三
項
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
前
項
第
五
号
」
に
、「
及
び
引
当
」
を
「
及
び
引
当
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

二
項
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
会
計
方
針
の
変
更
に
関
す
る
注
記
）

第
百
二
十
六
条
の
二

会
計
方
針
の
変
更
に
関
す
る
注
記
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
方
針
を
他
の
一

般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
方
針
に
変
更
し
た
場
合
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項
（
重
要
性
の
乏
し
い
も
の

を
除
く
。）と
す
る
。
た
だ
し
、
第
百
三
十
四
条
の
出
資
組
合
に
つ
い
て
は
、
第
四
号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
事
項
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
会
計
方
針
の
変
更
の
内
容

二

当
該
会
計
方
針
の
変
更
の
理
由

三

†
及
適
用
（
新
た
な
会
計
方
針
を
当
該
事
業
年
度
よ
り
前
の
事
業
年
度
に
係
る
決
算
書
類
に
†
っ
て
適
用
し
た

と
仮
定
し
て
会
計
処
理
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
事
業
年
度
の
期
首
に
お
け

る
純
資
産
額
に
対
す
る
影
響
額

四

当
該
事
業
年
度
よ
り
前
の
事
業
年
度
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
†
及
適
用
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
（
当
該
会
計
方
針
の
変
更
を
会
計
上
の
見
積
り
の
変
更
（
第
百
二
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
会
計
上

の
見
積
り
の
変
更
を
い
う
。）と
区
別
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
ロ
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）

イ

決
算
書
類
の
主
な
項
目
に
対
す
る
影
響
額

ロ

当
該
事
業
年
度
よ
り
前
の
事
業
年
度
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
†
及
適
用
を
し
な
か
っ
た
理
由
並
び
に
当

該
会
計
方
針
の
変
更
の
適
用
方
法
及
び
適
用
開
始
時
期

ハ

当
該
会
計
方
針
の
変
更
が
当
該
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
以
降
の
財
産
又
は
損
益
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
影
響
に
関
す
る
事
項
を
注
記
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
項

（
表
示
方
法
の
変
更
に
関
す
る
注
記
）

第
百
二
十
六
条
の
三

表
示
方
法
の
変
更
に
関
す
る
注
記
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
表
示
方
法
（
決
算
書

類
の
作
成
に
当
た
っ
て
採
用
す
る
表
示
の
方
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
他
の
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
表

示
方
法
に
変
更
し
た
場
合
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項
（
重
要
性
の
乏
し
い
も
の
を
除
く
。）と
す
る
。

一

当
該
表
示
方
法
の
変
更
の
内
容

二

当
該
表
示
方
法
の
変
更
の
理
由

（
会
計
上
の
見
積
り
の
変
更
に
関
す
る
注
記
）

第
百
二
十
六
条
の
四

会
計
上
の
見
積
り
の
変
更
に
関
す
る
注
記
は
、
会
計
上
の
見
積
り
の
変
更
（
新
た
に
入
手
可
能

と
な
っ
た
情
報
に
基
づ
き
、
当
該
事
業
年
度
よ
り
前
の
事
業
年
度
に
係
る
決
算
書
類
の
作
成
に
当
た
っ
て
し
た
会
計

上
の
見
積
り
（
決
算
書
類
に
表
示
す
べ
き
項
目
の
金
額
に
不
確
実
性
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
決
算
書
類
の
作
成
時

に
入
手
可
能
な
情
報
に
基
づ
き
、そ
れ
ら
の
合
理
的
な
金
額
を
算
定
す
る
こ
と
を
い
う
。）を
変
更
す
る
こ
と
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）を
し
た
場
合
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項
（
重
要
性
の
乏
し
い
も
の
を
除
く
。）と
す
る
。

一

当
該
会
計
上
の
見
積
り
の
変
更
の
内
容

二

当
該
会
計
上
の
見
積
り
の
変
更
の
決
算
書
類
の
項
目
に
対
す
る
影
響
額

三

当
該
会
計
上
の
見
積
り
の
変
更
が
当
該
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
以
降
の
財
産
又
は
損
益
に
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
影
響
に
関
す
る
事
項

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
同
一
の
法
人
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
に
比
し
短

い
労
働
者
と
し
て
行
つ
た
実
務
従
事
に
つ
い
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
期
間
を
通
算
す
る
場
合
に
は
、
労
働
時
間

数
を
勘
案
し
て
適
当
と
認
め
ら
れ
る
期
間
を
用
い
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

第
一
号
様
式
注
意
事
項
２
\
|
中
「証

券
取
引
法

」
を
「金

融
商
品
取
引
法

」
に
改
め
、
同
注
意
事
項
４
中
「正

職
員
と
し
て
、
か
つ
、
本
務
と
し
て

」
を
削
り
、
同
注
意
事
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
同
一
の
法
人
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
所
定
労
働
時
間
に
比
し
短
い
労
働

者
と
し
て
実
務
従
事
を
行
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
労
働
時
間
数
が
確
認
で
き
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

第
二
号
様
式
注
意
事
項
１
\
|
中
「証

券
取
引
法

」
を
「金

融
商
品
取
引
法

」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
連
結
子
会
社
）

第
二
条

公
認
会
計
士
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
五
十
一
号
）
附
則
第
二
項
第
一

号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
法
人
は
、
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
昭

和
五
十
一
年
大
蔵
省
令
第
二
十
八
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
連
結
子
会
社
（
法
人
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）と

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
府
令
の
施
行
の
日
前
に
行
わ
れ
た
業
務
補
助
等
に
関
す
る
規
則
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
務
に
つ

い
て
は
、
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
業
務
補
助
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
事
務
と
み
な
し
て
、
新
規
則
第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
条
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
十
五
号

農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
一
条
の
四
十
五
第
一
項
第
二
号
、
第
十
一
条
の
四

十
九
第
二
項
第
二
号
、
第
三
十
六
条
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
、
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
、
第
五
十
四
条
の
二

第
三
項
、
第
五
十
四
条
の
三
第
一
項
並
び
に
第
九
十
七
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
業
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

農
業
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

農
業
協
同
組
合
法
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
農
林
水
産
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
一
条
第
四
項
第
八
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
物
品
又
は
物
件（
以
下「
リ
ー

ス
物
品
等
」
と
い
う
。）」
を
「
物
件
」に
改
め
、「
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
も
満
た
す
契
約
に
基
づ
い
て
、」を
削
り
、

「
当
該
業
務
」
を
「
法
第
十
条
第
二
十
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
」
に
改
め
、
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
を
削
る
。

第
六
十
七
条
第
二
項
第
五
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
項
第
十
六
号
中
「
リ
ー
ス
物
品
等
を
」を「
機

械
類
そ
の
他
の
物
件
を
」
に
改
め
、「
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
も
満
た
す
契
約
に
基
づ
い
て
、」
を
削
り
、「
当
該
業

務
」
を
「
法
第
十
条
第
二
十
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
」
に
改
め
、
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
を
削
る
。

第
百
十
四
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

当
期
首
繰
越
剰
余
金
又
は
当
期
首
繰
越
損
失
金
の
額
（
†
及
適
用
（
第
百
二
十
六
条
の
二
第
三
号
に
規
定
す
る

†
及
適
用
を
い
う
。）又
は
誤
謬び

ゆ
うの
訂
正
（
第
百
二
十
六
条
の
五
に
規
定
す
る
誤
謬び
ゆ
うの
訂
正
を
い
う
。）を
し
た
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
期
首
繰
越
剰
余
金
又
は
当
期
首
繰
越
損
失
金
の
額
及
び
こ
れ
に
対
す
る
影
響
額
）

第
百
十
四
条
第
二
項
第
二
号
中
「
前
期
繰
越
剰
余
金
」
を
「
当
期
首
繰
越
剰
余
金
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
前

期
繰
越
損
失
金
」
を
「
当
期
首
繰
越
損
失
金
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
見
出
し
中
「
貸
倒
引
当
金
繰
入
額
」
の
次
に
「
又
は
貸
倒
引
当
金
戻
入
益
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号

中
「
特
別
利
益
」
を
「
次
に
掲
げ
る
項
目
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

事
業
上
の
取
引
に
基
づ
い
て
発
生
し
た
債
権
に
係
る
も
の

事
業
費
用
又
は
事
業
外
収
益

ロ

事
業
上
の
取
引
以
外
の
取
引
に
基
づ
い
て
発
生
し
た
債
権
に
係
る
も
の

事
業
外
費
用
又
は
事
業
外
収
益

第
百
二
十
三
条
中
第
十
二
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の

次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

三

会
計
方
針
の
変
更
に
関
す
る
注
記

四

表
示
方
法
の
変
更
に
関
す
る
注
記

五

会
計
上
の
見
積
り
の
変
更
に
関
す
る
注
記

六

誤
謬び
ゆ
うの
訂
正
に
関
す
る
注
記
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